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(54)【発明の名称】 超音波探触子

(57)【要約】
【課題】  体腔内に挿入された超音波探触子を軸回転さ
せたときに被検体が受ける不快感を軽減する。
【解決手段】  超音波探触子１００は、超音波振動子配
列面Ｆが収まるように直径Ｄが決められた先端側半球部
と直径ｄ（ｄ＜Ｄ）を有する円筒部とを滑らかに一体化
した超音波探触子本体１０１と、超音波探触子本体１０
１が装着されたハンドル２とを具備して構成されてい
る。
【効果】  超音波画像を見ながら体腔内で走査面の角度
を変える画像診断を行いやすくなる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  先端部に超音波の送信および受信の少な
くとも一方を行う超音波振動子が設けられ且つ被検体の
体腔内に挿入される柱状部分の軸に垂直な断面形状を円
形としたことを特徴とする超音波探触子。
【請求項２】  先端部に超音波の送信および受信の少な
くとも一方を行う超音波振動子が設けられ且つ被検体の
体腔内に挿入される柱状部分の軸に垂直な断面形状を円
形とした超音波探触子本体と、前記超音波探触子本体に
装着されたハンドルとを具備したことを特徴とする超音
波探触子。
【請求項３】  請求項２に記載の超音波探触子におい
て、前記超音波探触子本体の体腔内挿入部分の外周に回
転自在に被せられたスリーブを具備したことを特徴とす
る超音波探触子。
【請求項４】  請求項２または請求項３に記載の超音波
探触子において、前記超音波探触子本体の材料は、Ｐ
Ｐ，ＰＢＴ，ＡＢＳ，ＰＥ，ＰＳ，ＴＰＸ，ＰＯＭ，Ｐ
ＶＣ，ＰＰＥのいずれか又はそれらのうちの２以上の組
合せからなる硬質樹脂であることを特徴とする超音波探
触子。
【請求項５】  請求項１から請求項４のいずれかに記載
の超音波探触子において、前記先端部の外周を半球面と
し、該半球面の直径よりも小さい直径を有する円筒面と
滑らかに一体化したことを特徴とする超音波探触子。
【請求項６】  請求項５に記載の超音波探触子におい
て、前記半球面の直径を１ｃｍ以上４ｃｍ以下とし、前
記円筒面の直径を０.８ｃｍ以上１.９ｃｍ以下とし、前
記柱状部分の最先端から前記円筒面の基端部までの全長
７ｃｍ以上３０ｃｍ以下としたことを特徴とする超音波
探触子。
【請求項７】  請求項１から請求項４のいずれかに記載
の超音波探触子において、前記先端部の外周面を半球面
とし、該半球面の直径に等しい直径を有する円筒面と滑
らかに一体化したことを特徴とする超音波探触子。
【請求項８】  請求項７に記載の超音波探触子におい
て、前記半球面および前記円筒面の直径を１ｃｍ以上４
ｃｍ以下とし、前記柱状部分の最先端から前記円筒面の
基端部までの全長を５ｃｍ以上３０ｃｍ以下としたこと
を特徴とする超音波探触子。
【請求項９】  請求項１から請求項８のいずれかに記載
の超音波探触子において、前記超音波振動子は、シング
ルプレーンを電子的に走査すべく一列に配列されたこと
を特徴とする超音波探触子。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、超音波探触子に関
し、さらに詳しくは、体腔内に挿入された超音波探触子
を軸回転させたときに被検体が受ける不快感を軽減でき
るようにした超音波探触子に関する。

2
【０００２】
【従来の技術】図９は、体腔内で使用される従来の超音
波探触子の一例を示す構成図である。（ａ）は正面図で
ある。（ｂ）は側面図である。この超音波探触子５００
は、細長胴体の先端部に超音波振動子（図示省略）を設
けた超音波探触子本体５０１と、超音波探触子本体５０
１が装着されたハンドル２とを具備して構成されてい
る。超音波探触子本体５０１の先端部の正面形状は、超
音波振動子配列面Ｆに合わせて縦横長が決められた楕円
（または丸め長方形）である。
【０００３】図１０は、図９のＰ－Ｐ’断面図である。
図１１は、図９のＱ－Ｑ’断面図である。超音波探触子
本体５０１の先端側か基端側かで断面積は異なるが、断
面形状は、楕円または丸め長方形である。
【０００４】超音波探触子５００を使用した超音波診断
においては、図１２の（ａ）（ｂ）に示すように、被検
体の体腔内に挿入された超音波探触子本体５０１を、そ
の中心軸αに対して軸回転させることで、走査面Ｓの向
きを変える場合がある。図中、Ｗは、体腔壁（体腔の周
りの壁組織）である。
【０００５】なお、上記の如き体腔内超音波探触子の具
体例として、例えば「医用超音波機器ハンドブック；日
本電子機械工業会編；コロナ社；１９９７年改訂版；p
p.80－pp.81」には、経直腸探触子や経膣探触子が開示
されている。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】上記従来の超音波探触
子５００では、超音波探触子本体５０１の軸に垂直な断
面形状が楕円や丸め長方形のため、体腔内に挿入された
状態で軸回転させた時（図１２参照）に体腔壁Ｗに大き
な抵抗が加わり、被検体が不快感を感じやすい問題点が
ある。そこで、本発明の目的は、体腔内に挿入された超
音波探触子を軸回転させたときに被検体が受ける不快感
を軽減できるようにした超音波探触子を提供することに
ある。なお、「軸回転」は、１回転以上の角度変更に限
定されない（１回転未満の角度変更をも含む）。
【０００７】
【課題を解決するための手段】第１の観点では、本発明
は、先端部に超音波の送信および受信の少なくとも一方
を行う超音波振動子が設けられ且つ被検体の体腔内に挿
入される柱状部分の軸に垂直な断面形状を円形としたこ
とを特徴とする超音波探触子を提供する。上記第１の観
点による超音波探触子では、被検体の体腔内に挿入され
る柱状部分の断面形状が円形なので、柱状部分の外周面
と体腔壁との接触状態を全周に亘って均等にすると共
に、体腔壁を前記円形に沿った滑らかな曲面に保つこと
が可能となる。したがって、体腔内に挿入された超音波
探触子を軸回転させたときに被検体が受ける不快感を軽
減できるようになる。
【０００８】第２の観点では、本発明は、先端部に超音
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波の送信および受信の少なくとも一方を行う超音波振動
子が設けられ且つ被検体の体腔内に挿入される柱状部分
の軸に垂直な断面形状を円形とした超音波探触子本体
と、前記超音波探触子本体に装着されたハンドルとを具
備したことを特徴とする超音波探触子を提供する。上記
第２の観点による超音波探触子では、超音波探触子本体
にハンドルを装着したので、超音波探触子本体を体腔内
に挿入したり，軸回転させたりする際の操作性を向上で
きる。
【０００９】第３の観点では、本発明は、上記構成の超
音波探触子において、前記超音波探触子本体の体腔内挿
入部分の外周に回転自在に被せられたスリーブを具備し
たことを特徴とする超音波探触子を提供する。上記第３
の観点による超音波探触子では、体腔内に挿入された超
音波探触子本体を軸回転させたときに、体腔壁に付着し
て動かないスリーブ（sleeve）の内周で超音波探触子本
体が空回りしたような状態となるので、体腔内で異物が
摺動するかの如き不快な感触を被検体に与えずに済む。
【００１０】第４の観点では、本発明は、上記構成の超
音波探触子において、前記超音波探触子本体の材料は、
ＰＰ，ＰＢＴ，ＡＢＳ，ＰＥ，ＰＳ，ＴＰＸ，ＰＯＭ，
ＰＶＣ，ＰＰＥのいずれか又はそれらのうちの２以上の
組合せからなる硬質樹脂であることを特徴とする超音波
探触子を提供する。上記第４の観点による超音波探触子
では、ＰＰ（PolyPropylene），ＰＢＴ（PolyButylene 
Terephthalate），ＡＢＳ（Acrylonitrile Butadiene S
tyrene），ＰＥ（PolyEthylene），ＰＳ（PolyStyren
e），ＴＰＸ（polymethylpentene），ＰＯＭ（polyacet
als），ＰＶＣ（PolyVinyl Chloride），ＰＰＥ（PolyP
henylene Ether）又はそれらの組み合わせで超音波探触
子本体を作製するので、耐薬品性，耐熱性，耐衝撃性，
成形性などを高めることが出来る。
【００１１】第５の観点では、本発明は、上記構成の超
音波探触子において、前記先端部の外周を半球面とし、
該半球面の直径よりも小さい直径を有する円筒面と滑ら
かに一体化したことを特徴とする超音波探触子を提供す
る。上記第５の観点による超音波探触子では、超音波振
動子を設けた半球状の先端部を、それよりも細い柱状部
分で支える如き形状としたので、被検体の体腔壁と密着
する部分の面積を低減できるようになる。
【００１２】第６の観点では、本発明は、上記構成の超
音波探触子において、前記半球面の直径を１ｃｍ以上４
ｃｍ以下とし、前記円筒面の直径を０.８ｃｍ以上１.９
ｃｍ以下とし、前記柱状部分の最先端から前記円筒面の
基端部までの全長７ｃｍ以上３０ｃｍ以下としたことを
特徴とする超音波探触子を提供する。上記第６の観点に
よる超音波探触子では、半球面の直径の下限を１ｃｍと
したので超音波振動子の収容に好適となり、半球面の直
径の上限を４ｃｍとしたので体腔内挿入時の圧迫感を軽
減できる。また、円筒面の直径の下限を０.８ｃｍとし
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たので機械的強度や剛性を高めることが可能となり、円
筒面の直径の上限を１.９ｃｍとしたので体腔壁との密
着性を緩和できる。さらに、最先端から基端部までの全
長の下限を７ｃｍとしたので深部まで挿入可能となり、
最先端から基端部までの全長の上限を３０ｃｍとしたの
で取り扱い性を良好にすることが出来る。
【００１３】第７の観点では、本発明は、上記構成の超
音波探触子において、前記先端部の外周面を半球面と
し、該半球面の直径に等しい直径を有する円筒面と滑ら
かに一体化したことを特徴とする超音波探触子を提供す
る。上記第７の観点による超音波探触子では、被検体の
体腔内に挿入される柱状部分が寸胴（半球状の先端部を
除いて直径が一定）なので、体腔壁との接触圧がいっそ
う均等となり、被検体が受ける不快感をさらに軽減する
ことが出来る。
【００１４】第８の観点では、本発明は、上記構成の超
音波探触子において、前記半球面および前記円筒面の直
径を１ｃｍ以上４ｃｍ以下とし、前記柱状部分の最先端
から前記円筒面の基端部までの全長を５ｃｍ以上３０ｃ
ｍ以下としたことを特徴とする超音波探触子を提供す
る。上記第８の観点による超音波探触子では、半球面お
よび円筒面の直径の下限を１ｃｍとしたので超音波振動
子の収容に好適となり、該直径の上限を４ｃｍとしたの
で体腔内挿入時の圧迫感を軽減できる。また、最先端か
ら基端部までの全長の下限を５ｃｍとしたので深部まで
挿入可能となり、最先端から基端部までの全長の上限を
３０ｃｍとしたので取り扱い性を良好にすることが出来
る。
【００１５】第９の観点では、本発明は、上記構成の超
音波探触子において、前記超音波振動子は、シングルプ
レーンを電子的に走査すべく一列に配列されたことを特
徴とする超音波探触子を提供する。上記第９の観点によ
る超音波探触子では、超音波振動子配列面が細長になり
やすいシングルプレーン（single plane）型超音波探触
子でも、体腔内で軸回転されたときに被検体が受ける不
快感を軽減できるようになる。
【００１６】
【発明の実施の形態】以下、図に示す実施の形態により
本発明を詳細に説明する。なお、これにより本発明が限
定されるものではない。
【００１７】－第１の実施形態－
図１は、本発明の第１の実施形態にかかる超音波探触子
１００を示す構成図である。（ａ）は正面図である。
（ｂ）は側面図である。この超音波探触子１００は、細
長胴体の先端部に超音波振動子（図示省略）を設けた超
音波探触子本体１０１と、超音波探触子本体１０１が装
着されたハンドル２とを具備して構成されている。
【００１８】超音波探触子本体１０１の材料は、例え
ば、ＰＰ，ＰＢＴ，ＡＢＳ，ＰＥ，ＰＳ，ＴＰＸ，ＰＯ
Ｍ，ＰＶＣ，ＰＰＥのいずれか又はそれらの組み合わせ
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からなる硬質樹脂である。
【００１９】超音波探触子本体１０１の先端部の外周
は、超音波振動子配列面Ｆが収まるように直径Ｄが決め
られた半球面である。シングルプレーンの電子走査を行
う場合、複数の超音波振動子が一列に配列されるので、
超音波振動子配列面Ｆは細長となる。半球面の直径Ｄ
は、１ｃｍ以上４ｃｍ以下であり、例えば３ｃｍであ
る。
【００２０】超音波探触子本体１０１の先端部は、直径
Ｄよりも小さい直径ｄを有する円筒面と滑らかに一体化
されている。円筒面の直径ｄは、０.８ｃｍ以上１.９ｃ
ｍであり、例えば１.５ｃｍである。また、超音波探触
子本体１０１の最先端から直径ｄに狭まる部分までの長
さＭは、例えば６ｃｍである。
【００２１】超音波探触子本体１０１の全長Ｌは、７ｃ
ｍ以上３０ｃｍ以下であり、例えば２０ｃｍである。
【００２２】なお、ハンドル２を、その中心軸の周りに
１８０°回転させることで、超音波探触子本体１０１の
中心軸とハンドル２の中心軸とがなす角度θを変更する
ことが可能である。
【００２３】図２は、図１のＡ－Ａ’断面図である。図
３は、図１のＢ－Ｂ’断面図である。超音波探触子本体
１０１の先端部の断面は、直径Ｄの円形である。超音波
探触子本体１０１の円筒部の断面は、直径ｄの円形であ
る。
【００２４】超音波探触子本体１０１の軸に垂直な断面
形状が円形なので、図４の（ａ）（ｂ）に示すように、
被検体の体腔（例えば直腸や膣）内に挿入した超音波探
触子本体１０１を、その中心軸αに対して軸回転させて
も、体腔壁Ｗに大きな抵抗が加わらない。
【００２５】以上の超音波探触子１００によれば、体腔
内に挿入された超音波探触子本体１０１を軸回転させた
ときに被検体が受ける不快感を軽減することが出来る。
【００２６】－第２の実施形態－
図５は、本発明の第２の実施形態にかかる超音波探触子
２００を示す構成図である。（ａ）は正面図である。
（ｂ）は側面図である。この超音波探触子２００は、直
径Ｄを有する先端部の半球面と、前記直径Ｄを有する円
筒面とを滑らかに一体化した超音波探触子本体２０１を
具備する。したがって、図５のＡ－Ａ’断面とＣ－Ｃ’
断面は、図２に示したＡ－Ａ’断面と同じである。超音
波探触子本体２０１の全長は、５ｃｍ以上３０ｃｍ以下
であり、例えば２０ｃｍである。
【００２７】以上の超音波探触子２００によれば、超音
波探触子本体２０１が寸胴なので、体腔内に挿入したと
きに体腔壁との接触圧がいっそう均等となり、被検体が
受ける不快感をさらに軽減することが出来る。
【００２８】－第３の実施形態－
図６は、本発明の第３の実施形態にかかる超音波探触子
３００を示す構成図である。（ａ）は正面図である。
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（ｂ）は側面図である。図７は、図６のＡ－Ａ’断面図
である。この超音波探触子３００は、直径Ｄ’を有する
先端部の半球面と前記直径Ｄ’を有する円筒面を滑らか
に一体化した超音波探触子本体３０１と、超音波探触子
本体３０１の体腔内挿入部分の外周に回転自在に被せら
れ且つ直径Ｄを有するスリーブ３１とを具備する。ただ
し、超音波探触子本体３０１とスリーブ３１との摺動面
には、撮影時に両者が分離してしまわないように凹凸が
形成されている。直径Ｄ’は、０.７ｃｍ以上３.７ｃｍ
以下であり、例えば２ｃｍである。直径Ｄは、１ｃｍ以
上４ｃｍ以下であり、例えば３ｃｍである。スリーブ３
１の厚さτは、０.１５ｃｍ以上１.５ｃｍ以下であり、
例えば０.４ｃｍである（τは、Ｄ’，Ｄの条件を満た
しつつ、円滑な回転を図れるように決める）。
【００２９】スリーブ３１の材料は、例えばＰＰ，ＰＢ
Ｔ，ＡＢＳ，ＰＥ，ＰＳ，ＴＰＸ，ＰＯＭ，ＰＶＣ，Ｐ
ＰＥのいずれか又はそれらの組み合わせからなる硬質樹
脂である。
【００３０】超音波探触子本体３０１の外周に円管状の
スリーブ３１が被されているので、図８の（ａ）（ｂ）
に示すように、被検体の体腔内に挿入した超音波探触子
本体３０１を軸回転させたときに、スリーブ３１が体腔
壁Ｗに付着したまま静止した状態となるので、体腔内で
異物が摺動するかの如き不快な感触を被検体に与えずに
済む。なお、細菌感染等を防止する見地から、一般に、
スリーブ３１を覆うように使い捨てカバー（材料は、ラ
テックス，シブフレックス，ＰＥ等）が装着されるが、
超音波探触子本体３０１の先端部と使い捨てカバーとの
接触面積は極めて小さいので、超音波探触子本体３０１
の軸回転に不都合はない。
【００３１】以上の超音波探触子３００によれば、被検
体内に挿入された超音波探触子本体３０１を軸回転させ
たときに、体腔壁Ｗに接触するスリーブ３１が前記軸回
転の方向に動かずに、超音波探触子本体３０１が空回り
するので、被検体が受ける不快感をいっそう軽減するこ
とが出来る。
【００３２】なお、上記第３の実施形態では、スリーブ
３１の形状を略寸胴としたが、先端部が半球状に膨らん
だ形状（図１の超音波探触子本体１０１の形状参照）と
してもよい。この場合、超音波探触子本体の形状は、先
端部が半球状に膨らんだ形状でもよいし、寸胴でもよい
（先端は丸めてもよいが、スリーブ３１から露出する面
積が小さい場合には平坦でもよい）。
【００３３】－他の実施形態－
本発明は、経直腸用超音波探触子や経膣用超音波探触子
に限定されず、経食道用超音波探触子，内視鏡型超音波
探触子，血管内（カテーテル状）超音波探触子などにも
適用できる。また、本発明は、造影剤などの薬剤を血管
内等に注入するカテーテル（catheter）にも応用でき
る。この場合にも、血管内等に挿入されたカテーテルを
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軸回転させたときに被検体が受ける不快感を軽減するこ
とが可能である。
【００３４】
【発明の効果】本発明の超音波探触子によれば、体腔内
で軸回転されたときに被検体が受ける不快感を軽減でき
るので、超音波画像を見ながら体腔内で走査面の角度を
変える画像診断を行いやすくなる。また、軸回転自体も
円滑に行えるようになる。
【図面の簡単な説明】
【図１】第１の実施形態にかかる超音波探触子を示す構
成図である。
【図２】図１のＡ－Ａ’断面図である。
【図３】図１のＢ－Ｂ’断面図である。
【図４】体腔内に挿入された超音波探触子本体を軸回転
させた状態を示す説明図である。
【図５】第２の実施形態にかかる超音波探触子を示す構
成図である。 *
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*【図６】第３の実施形態にかかる超音波探触子を示す構
成図である。
【図７】図６のＡ－Ａ’断面図である。
【図８】体腔内に挿入された超音波探触子本体を軸回転
させた状態を示す別の説明図である。
【図９】従来の超音波探触子の一例を示す構成図であ
る。
【図１０】図９のＰ－Ｐ’断面図である。
【図１１】図９のＱ－Ｑ’断面図である。
【図１２】体腔内に挿入された超音波探触子本体を軸回
転させた状態を示すさらに別の説明図である。
【符号の説明】
１００，２００，３００  超音波探触子
１０１，２０１，３０１  超音波探触子本体
２                      ハンドル
３１                    スリーブ
Ｆ                      超音波振動子配列面

【図１】 【図２】 【図３】

【図４】 【図５】

【図１０】

【図１１】
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